
l i lい tが一定⇒ tを指定したY-Kグラフのこと
y_xグラフの型は

y = A sin(Txt国
初期位相0。 今回は

!

。=w t

*

鬱な驫！！！！！！！などと
比較して憓ー ー

y-Kグラフを書くと

Femina
LET立相が2元進むとKが入増えてる

女式にすると
Ksct w t + 2 た 二kcxtfftwtneee
he前 rd L e t

位相ずれ
⇒ 2兀=K入
品に重，、
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1回続き
（2） たが一定⇒2を指定したY-七グラフ .

Ye tグラフの型は
y = A s i nY t + 8）

前期位相0。 今回は

"

。=k x

問鬱鬱灥！？？ならないが_し）と比
較してい出

F i t
tent位相が2大すすむとさがT増えてる

I e t鸝 . .た k x t i e e u
（3） 問題文では下図のようなことをいっている。
！！
䵷. • ...Asin(ka。twt。）

11状態が等しい紫※
！！た！災
機，、.....As in𦀌+いいでは州

よって K K o t wt。=K(x。+02）+w(to t o t ）
⇒ K I - _ - w o t

ここで .の移動速度では ひ=Tなので、これに
あわせて変形すると

でE薊虛いけい
ーいや3-1波の性質B発展問題 2 / 10



囮続き
* び - T の wと kに T . Tを代入すると

ひニ一薏=一Ticなり、
普段使っている波の式が導ける。
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I I D 誘導の通り式を合成する.
り、+ 9に A sinIHGTnejhtlts.inになに袋
碧3wee.it(sinA s i n p）
= 2 A s i n ' " _ c o s t
= 2 A s i n EHt-EHI_Fetty_ttse.TT

. c o s
EHCEEHIEEETEEEESn.EE/=2AsinTfteIE)coes

（）=2Asin（2HttE)C0S
（2たfも）

並びかで
右側が馬𡵅鼠櫽すい
すい

の"躡籬𣝣。とても題する
振幅と見なせる項
（振幅項） （振動項）
*

==が0になるとの点では
どの時間でもY=0となる。⇒節となる
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1回続き
cosになで） =0となる場所をも果す.
びf入を代入して
COS（2人t）=0
2兀奈（2Mtl)E (m=0， I I . I 2い）

i .E l i
（2） 振幅項 cosにも） が最大となる場所が腹となる
⇒ cosはE） = ± 1

よって 2大T = m 兀 （m=0， ±1.さ2い）

i . K二型、，
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11国問題文の式
Y = A s i n Tにも）←の射と呼ぶ

やり方の原点○をスタートして、ずれを式に組み込む

スター

❤

角
たって

$

' t
I

スタートから21-x、進行した点といえる
（固定端反射なので1回位相が反転）

は射の式に代入H
灸〒，Asi nFG、梅すすむ晸ひ

俲簶
解答の形にあわせると
阪-_-何れも（1 1 學
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鷴
!

；；で
鰺・璈-.-....

スタートしたときのずれを組み込む

○

ii f i i i i i
-_-Asin

"

にも）

-
○ 'をスタートしてI，まではtかかるので

板に..t）=-Asi nT化ギ）-E｝
ニ-Asi nTG-Tree）

解答の形にあわせると

は反（K.t）=ttsinflte
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囮
に A sin2た（T-T）

において、w = T . K=Tとすると
y=AsIn(wt-KK）

となる.
（イ）

れたkx）を位相0とおき、

!

が一定の位置2を考える.

たとのときに二人で .た t . to tのときつにOKに移動したとする
位相

!

が一定の位置を考えているので

w t - K K = w ( t . t ot） - k a t a ）
⇒ 0 = w o t - K a

となり、Up=tにあわせると

ひにE=圭，。

（ロ）

問題文の指示の通り、代入、合成すると、

y=Y，+Yz
=Asi n f wt ou s t -（ k tok)x｝

+ A sin｛（wow)t.lk#）2G=AsInkwt-
kN+（owt-okytAsinktEIE.など
鬱する
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I l i口）続き
二 A sI n ( A t B ) t A si n (A-B）
= 2 A c o s B s i nA

= 2A C o sCwt-okx)sin(wt-kxj.TT
（ロ）

（ハ） 2 A Co sCourt-okx） の変動の速さgを考える.

（イ）と同様に考えて

（たt.SEとの位相）=（たt.tot . S Ct x t okの位相）
△ w t - o k x _owc t . t o t） - o k ( xto）

❤

⇒ o = o w o t - △ K o k

⇒ E =亝げな）
（ニ） 位相速度Up=Yが等しいことから、

Up，= ひに
⇒ i t
⇒ - _ - 飇
⇒ （wtow）（k.ok）=（W-ow）（k t o k）
⇒ w/-woktowk-owolk-wlftwok-owk-ow.lk

⇒ o w k e wok

: i t
： . Y=ひGみた）
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I I I続き
（ホ） 船が作る波なので かの条件 Up，=ひpzとちがう条件に

なることに注意.
w = A K T

から速度の関係を考える.

W t o w = Vgktokts
と言え、△Wについて解くと、

w t o
w=はた（1+で疒

÷a（1+で

"

= w ( I t i
これより

o u r To k
：. Y=2が
高 を 「

$

法 が
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